
 

令 和 ５ 年 度 

 

新潟県クリーニング師試験問題  
 

                                     

［指示があるまでは開かないでください。］ 

 

 

 

 

 

 

 【注意事項】                      

                                      

 １ 試験問題の数は３０問で、解答時間は１時間３０分です。 

 

 ２ 問題用紙とは別に、解答用紙を１枚配ってありますので、問題の解

答は、必ず解答用紙に記入してください。 

 

 ３ 解答用紙には、受験番号、氏名を忘れずに記入してください。 

  

 ４ 各々の問題には、３つの答えが書いてありますので、その中から最

も適切なものを１つ選んで、解答用紙の番号に○印をつけてください。

なお、○印を２つ以上つけた場合は無効となります。 

 

     
 

 

 問 題 

 

       ［問題１］ 日本の首都はどこですか。        

        

            １ 東京  ２ 大阪  ３ 京都      

 

 

 

 

 解  答 

 

       ［問題１］  １   ２   ３          

               

 ５ 試験時間中に発言をしてはいけません。用事のあるときは、黙って

手を挙げてください。 

 

 ６ 試験問題は持ち帰ってかまいません。             
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衛生法規に関する知識 
 
 
［問題１］ クリーニング業法第１条では、同法の目的について述べられて

いる。次の記述の（  ）に入る語句の組み合わせとして、正し

いものは次のうちどれか。 

 

「この法律は、クリーニング業に対して、公衆衛生等の見地から必

要な指導及び（ ア ）を行い、もつてその（ イ ）を公共の福祉

に適合させるとともに、（ ウ ）の利益の擁護を図ることを目的と

する。」 

 

         （ ア ）   （ イ ）   （ ウ ） 

１   検査       経営      営業者 

  

     ２   取締り      経営     利用者 

 

     ３   取締り      産業      営業者 
 

 

 

［問題２］ クリーニング業法の定義に関する記述として、誤っているもの

は次のうちどれか。 

 

     １ 「クリーニング所」とは、洗たく物の処理又は受取及び引渡

しのための営業者の施設をいう。 

 

     ２ 「営業者」には、洗たくをしないで洗たく物の受取及び引渡

しをすることを営業とする者は含まれない。 

 

     ３ 「クリーニング業」とは、溶剤又は洗剤を使用して、衣類そ

の他の繊維製品又は皮革製品を原型のまま洗たくすることを営

業とすることをいう。 
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［問題３］  クリーニング師の免許に関する記述として、正しいものは次の

うちどれか。 

 

     １ クリーニング師が免許証を破り、汚したときは、１年以内に

再交付の申請をしなければならない。 

 

     ２ 免許証を失い、再交付の申請をした後、失った免許証を発見

したときは、発見した免許証を速やかに破棄しなければならな

い。 
 
     ３ クリーニング師は、その本籍又は氏名を変更したときは、 

10 日以内に、免許証の訂正の申請をしなければならない。 

 

 

 

 

 

 

［問題４］ クリーニング師に関する記述として、誤っているものは次のう

ちどれか。 

 

     １ クリーニング師とは、都道府県知事が行うクリーニング師試

験に合格し、免許を受けた者をいう。 

 

     ２ クリーニング所を開設しようとする者は、クリーニング師で

なければならない。 

 

     ３ 営業者は、クリーニング所（洗たく物の受取及び引渡のみを

行うものを除く。）ごとに、１人以上のクリーニング師を置か

なければならない。 
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［問題５］ クリーニング業法で定めるクリーニング所の営業者が講ずべき

衛生措置として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

１ クリーニング所には、業務用の機械として、脱水機の効用を

有する洗たく機を備える場合であっても、別に脱水機を備えな

ければならない。 

             

２ クリーニング所以外において、営業として洗たく物の処理を

行ってはならない。 

             

３ 洗濯物はその用途に応じ区分して処理しなければならない。 

 

  

  

 

 

［問題６］ クリーニング所の届出に関する記述の正誤の組み合わせとして、

正しいものは次のうちどれか。 

 

ア クリーニング所の開設時に届け出た事項に変更が生じたとき 

は、速やかに都道府県知事に届け出なければならない。 

 

イ クリーニング所の開設時に届け出る事項に、従事者数は含ま

れない。 

 

ウ クリーニング所の営業を廃止したときは、届出の対象であ

る。 

 

         ア  イ  ウ 

１      正  正  誤 

 

２      正  誤  正 

 

３      誤  正  正 
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［問題７］ 都道府県知事が公衆衛生上不適当と認めるときに業務を停止す

ることができるクリーニング所の業務従事者として、誤っている

ものは、次のうちどれか。 

 

１ 洗濯物の処理の業務に従事するもの 

 

          ２ クリーニング所の清掃の業務に従事するもの 

             

３ 洗濯物の受取及び引渡しの業務に従事するもの 

 

 

            

 

 

 

 

［問題８］ クリーニング業法及び同法施行規則に規定する消毒を要する洗

たく物に関する記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

注）１から３について、いずれの洗たく物も営業者に引き渡される 

前に消毒されていないものとする。 

 

１ 手ぬぐい、タオルは、クリーニング業法施行規則に定める消

毒を要する洗たく物である。 

             

２ 消毒を要する洗濯物を取り扱う場合においては、その洗濯物

は他の洗濯物と区分しておき、これを洗濯するときは、その前

に消毒する。 

             

３ 洗濯が消毒の効果を有する方法によってなされる場合におい

ても、洗濯をする前に必ず消毒しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 5 -

 

 

 

［問題９］ クリーニング業法及び同法施行規則に規定するクリーニング師

の研修及び業務従事者の講習に関する記述として、誤っているも

のは次のうちどれか。 

 

１ クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、業務に

従事した後１年以内に都道府県知事が指定するクリーニング師

研修を受けなければならず、その後は３年を超えない期間ごと

に同研修を受けなければならない。 

 

２ 営業者は、クリーニング所の開設の日又は無店舗取次店の営

業開始の日から１年以内に、当該クリーニング所又は無店舗取

次店に従事する者の数に５分の１を乗じて得た数の者を選び、

その者に対し都道府県知事が指定する業務従事者の講習を受け

させなければならない。 

 

３ 都道府県知事が指定するクリーニング師の研修を受けたクリ

ーニング師であっても、業務従事者に対する講習を受けた者とは

みなされない。 

 

 

 

［問題 10］ 利用者に対する説明義務又は苦情の申出先の明示に関する記述

として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

     １ 営業者は、洗濯物の受取及び引渡しをしようとするときには、

あらかじめ、利用者に対し、洗濯物の処理方法等について説明

するよう努めなければならない。 

             

          ２ クリーニング所においては、苦情の申出先となるクリーニン

グ所の名称、所在地及び電話番号を店頭に掲示しておけば、洗

たく物の受取及び引渡しをしようとする際に、当該掲示事項を

記載した書面を配布する必要はない。 

             

          ３ 無店舗取次店においては、苦情の申出先となるクリーニング

所又は無店舗取次店の名称、クリーニング所の所在地又は車両

の保管場所並びに電話番号を記載した書面を配布しなければな

らない。 
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公衆衛生に関する知識 
 
 

［問題 11］ 以下の文章は、日本国憲法第 25 条である。（  ）に入る語句

の組み合わせとして、正しいものは次のうちどれか。 

 

「すべて国民は、健康で（ ア ）な最低限度の生活を営む権利を有

する。国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び

（ イ ）の向上及び増進に努めなければならない。」 

 

 

         （ ア ）   （ イ ）  
１   文化的    公衆衛生      

 

     ２   文化的    社会生活      
 

     ３   衛生的    公衆衛生      
 

     
 

 

［問題 12］ ＷＨＯ（世界保健機関）憲章における健康の定義について、  

（  ）に入る語句の組み合わせとして、正しいものは次のうち

どれか。 

 

          「健康とは、（ ア ）、精神的及び社会的に完全によい状態にあ

ることであり、単に（ イ ）又は虚弱でないということではない。」 

               

        （ ア ）  （ イ ） 

           

          １  文化的    貧困 

 

     ２  経済的    疾病 

 

     ３  肉体的    疾病 
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［問題 13］ 地域保健法で定められている保健所の業務として、誤っているも

のは次のうちどれか。 

 

１ 感染症その他の疾病の予防に関する事項 

 

２ 精神保健に関する事項 
 

３ 国民健康保険に関する事項 
 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

[問題 14］ 環境基本法に関する記述として、誤っているものは次のうちどれ

か。 

 

          １ 環境基本法における公害とは、大気の汚染、水質の汚濁、土壌

の汚染、騒音、振動、地盤の沈下及び悪臭によって、人の健康又

は生活環境に係る被害が生ずることと定義されている。 

             

          ２ 環境基本法に基づく環境基準は、人の健康を保護し、生活環境

を保全する上で維持されなければならない最大許容限度を表す

ものである。 

             

          ３ 環境基本法は、環境の保全について、基本理念を定め、並びに

国、地方公共団体、事業者及び国民の責務を明らかにするととも

に、環境の保全に関する施策の基本となる事項を定めるものであ

る。 
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［問題 15］ 「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進

に関する法律」（化管法）に基づくＰＲＴＲ制度（化学物質排出移

動量届出制度）に関する記述について、正しいものは次のうちどれ

か。 

 

          １ 有害性のある化学物質がどのような発生源から、どのくらい環

境中に排出されたのか、というデータを把握し、集計する制度で

あるが、公表はされていない。 

             

          ２ 事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環境の

保全上の支障を未然に防止することを目的としている。 

             

          ３ 第一種指定化学物質を取り扱うすべての事業者は、環境中に排

出した第一種指定化学物質の量と、廃棄物等として処理するため、

事業所の外に移動させた量を、都道府県知事を経由して厚生労働

大臣に届け出なければならない。 

 

 

［問題 16］  テトラクロロエチレンに関する記述の正誤の組み合わせとして、

正しいものは次のうちどれか。 

             

           ア 水質汚濁防止法では、有害物質（テトラクロロエチレンを含む）

を使用・貯蔵等する施設の設置者に対し、地下浸透防止のための

構造、設備及び使用の方法に関する基準の遵守、定期点検及びそ

の結果の記録・保存を義務付けている。 

             

           イ テトラクロロエチレンは環境を汚染するが、人体には無害であ

る。 

     

         ウ テトラクロロエチレンを含む廃棄物は、その含有濃度等により

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく特別管理産業廃棄

物に分類される場合がある。 

 

          ア  イ  ウ 

         １  正  誤  正 

     

      ２  誤  正  誤 

     

      ３  誤  誤      正 
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［問題 17］ プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律（プラスチッ

ク資源循環促進法）に関する記述として誤っているものはどれか。 

 

１ プラスチックごみによる世界的な海洋汚染や地球温暖化など

の諸課題を背景に、プラスチックの資源循環に向けた体制強化に

対応するため、令和４年４月に施行された。 

             

２ 特定プラスチック使用製品を提供する際は、必ず有料としなけ

ればならない。 

             

３ 洗濯業においては、衣類用ハンガーや衣類用カバーが特定プラ

スチック使用製品として政令で定められている 

 

 

 

 

 

 

[問題 18］ 感染症に関する記述として、誤っているものは、次のうちどれか。 
 

１ ノロウイルスが布団などすぐに洗濯できないものに付着した 
場合は、表面の汚物をペーパータオル等で取り除き、スチーム 
アイロンで熱殺菌し、その後布団乾燥機を使うと効果的である。 

 
      ２ 食中毒の原因は、細菌、ウイルス、自然毒、化学物質、寄生虫

など様々あるが、食べてから症状が出るまでの期間やその症状

はすべて同じである。 
 

     ３ 病院から洗濯を委託されていたリネンクリーニング業者の工場 
の連続式大型洗濯機が原因のひとつと推定されたセレウス菌の 
集団感染事例がある。 
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［問題 19］ クリーニング所における衛生管理要領で定められる指定洗濯物に

消毒効果を有する洗濯方法に関する記述として、正しいものは次の

うちどれか。 

 

     １ 四塩化（パークロル）エチレンに５分間以上浸し洗濯した後、

四塩化エチレンを取り除いた状態で 50℃未満に保たせ、10 分間以

上乾燥させる工程を含む洗濯方法 

 

     ２ さらし粉、次亜塩素酸ナトリウム等を使用し、その遊離塩素が

250ppm 以上の液に 30℃以上で５分間以上浸し、終末遊離塩素

100ppm 未満になるような方法で漂白する工程を含む洗濯方法 

 

     ３ 洗濯物を 80℃以上の熱湯で 10 分以上処理する工程を含む洗濯

方法 

 

 

 

 

［問題 20］ 標準営業約款（Ｓマーク制度）に関する記述の（  ）に入る語

句の組み合わせとして、正しいものは次のうちどれか。 

 

標準営業約款制度（Ｓマーク制度）は、（ ア ）に基づいて、

全国生活衛生営業指導センターが（ イ ）の認可を受けて、現在、

クリーニング業、理容業、美容業、一般飲食店営業、めん類飲食店

営業の５業種について設定されている。 

                                      

          １  （ア）生活衛生関係営業の運営の適正化及び振興に関する法律 

（生衛法） 

             （イ）厚生労働大臣 

           

          ２  （ア）会社法 

             （イ）都道府県知事 

           

          ３  （ア）地域保健法 

             （イ）市町村長 
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洗たく物の処理に関する知識 

 

 

［問題 21］ 繊維の分類に関する組み合わせとして、正しいものは次のうち

どれか。 

 

１  カシミヤ   －  動物繊維 

 

２  ポリエステル －  再生繊維 

 

３  キュプラ   －  合成繊維 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

［問題 22］ 繊維加工に関する記述として、正しいものは次のうちどれか。 

 

         １ モアレ加工とは、織物を凹凸のついた過熱ローラーと、紙や

綿のローラーの間に通して、凹凸のある模様を付ける加工であ

る。 

             

          ２ 形態安定加工とは、綿やポリエステルとの混紡のワイシャツ

などが、着用と洗濯を繰り返しても縮まず、形くずれを生じさ

せないための加工である。 

             

          ３ エンボス加工とは、布面を針布やあざみなどで引っかいて毛

羽立たせる加工である。 
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［問題 23］ ドライクリーニング溶剤の一つである石油系溶剤に関する記述

の正誤の組み合わせとして、正しいものは次のうちどれか。 

 

           ア テトラクロロエチレンと比べて、衣料乾燥に高温と時間を要

する。 

             

           イ テトラクロロエチレンと比べて、油脂溶解力が大きく、揮発

性が高いので、短時間で洗浄、乾燥ができる。 

             

           ウ 消防法や建築基準法の規制を受ける。 

                  

                   ア    イ    ウ 

            １      正     正        誤 

             

            ２       正    誤    正 

             

            ３    誤    正    正 

 

 

［問題 24］ 繊維素材とアイロンの上限温度（JIS L 0001）の組み合わせと

して、誤っているものは次のうちどれか。 

 

    １ アクリル        ―  １１０℃ 

 

    ２ ポリエステル、ナイロン ―  １５０℃ 

 

    ３ 綿、麻         ―  ２５０℃ 
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［問題 25］ 繊維製品の取扱いに関する表示記号とその説明の組み合わせと

して正しいものは次のうちどれか。 

 

     JIS 記号            記号の説明 

     （JIS L0001） 
 

１ 

 

洗濯処理後のタンブル乾燥処理ができる 

高温乾燥：排気温度の上限は最高 80℃ 

２ 

 
日陰でのぬれ平干し乾燥がよい。 

３ 

 

底面温度 250℃を限度としてアイロン仕上げ処理

ができる。 

 

 

［問題 26］ 界面活性剤の働きとして正しいものは次のうちどれか。 

 

     １ 界面張力を増大させる働き 

 

   ２ 汚れを乳化、可溶化する働き 

 

             ３ 固形粒子を水あるいは油の中に均一安定に分散するのを防ぐ

働き 
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［問題 27］ ランドリーで主に使用される漂白剤の一つである過炭酸ナトリ 

ウムに関する記述のうち、誤っているものは次のうちどれか。 

 

      １ 使用時の温度と接触時間は、漂白効果に影響を与える。 

             
            ２ 酸素系漂白剤である。 

 

            ３ 含金染料染色物を含むすべての染色物に使用しても生地を

損傷することはない。 
 
 
 

 

 

 

［問題 28］ 毛製品とその特性に関する記述の組合せとして、誤っているも

のは次のうちどれか。 

 

     １ 羊毛      ―  弾性に優れ、シワになりにくい 

 

 

     ２ アンゴラ    ―  静電気が発生しにくく単独で糸にし

やすい 

 

     ３ 羽毛（ダウン） ―  軽くて柔らかく、保温性が高い 
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［問題 29］ 大規模自然災害により滅失・損傷したクリーニングの預かり品

の損害賠償等に関する民法上の取扱いについて、正しいものは次

のうちどれか。 

 

      １ クリーニング業者が災害保険等に加入しており、滅失・損

傷した洗たく物について補償を得ているときであっても、利

用者はその代償の譲渡を請求することはできない。 

             

            ２ 引取りを催告したにもかかわらず利用者が受取りに来な 

かった洗たく物が滅失した場合、クリーニング業者は、債務

の履行義務を免れ、損傷した場合は、損傷した物を返還すれ

ばよい。 

             

            ３ 引取りを催告したにもかかわらず利用者が受取りに来なか

った洗たく物が滅失・損傷した場合、利用者はクリーニング

料金を支払う必要はない。 

 

 

 

 

［問題 30］ ランドリー用水に関する記述として、誤っているものは次のう

ちどれか。 

 

      １ カルシウムやマグネシウムに富んだ硬水が適している。 

 

            ２ 鉄分やマンガンが含まれていない水が適している。 

             

            ３ 無色透明、無味無臭、液性が中性（pH＝5.8～8.6）の水が

適している。 

 

                   
 


